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近年ヒューマンマシンインターフェースへの応用を見据えて，身体イメージのオブジェ
クトの投影という現象が，認知科学的研究分野で注目されている．身体イメージの投影の
一例として，ラバーハンドイリュージョン（Rubber hand illusion，RHI）がある．身体的
な感覚を外界にある他の物体に寄託させる現象で，ラバーハンド（Rubber hand，RH）を
本身の手であるかのように錯覚する現象である．RHI は視覚と触覚の複数の感覚を刺激さ
れることによって発現することが報告されている． 
RHIは常に誰にでも発現する現象ではない．これまでの研究において，RHIを自覚した
実験参加者の割合は６割ほどであったが， RHIを自覚していないと内観にて報告している
にも関わらず，脳波においては同期的な活動が確認され，筋電においても強い信号が発現
するなど，RHIを非自覚的に発現している例も確認された．本研究では，より RHI発現率
の高い誘導方法と非自覚的な RHIを自覚的 RHIへと転換する手法を探究した． 
RHI誘導を繰り返し行った場合，内観報告スコアと C3-C4脳波相関値共に上昇の傾向が
見られ，RHI誘導の積算性が示唆された．さらに，RHIを誘導しないが RHI誘導刺激に類
似した状況を事前に体験することで，その後に誘導された RHIの強度が増強する，RHI誘
導のプライミング効果を発見した．事前に本身の手における触感覚情報と視覚情報の同期
を経験することが，主観的な感覚においても無意識の領域においても RHIの増強を誘発す
ることが示唆された．しかしながらこれらの手法によって非自覚的 RHI を自覚的な RHI
に転換することはなかった．プライミング効果は C3-C4脳波相関においては明確であった
が主観的な内観報告書に対する効果は限定的であった．また，C3-C4 脳相関が高い時間と
主観的な RHIの自覚報告の時間を比較すると，RHI自覚者の方が C3-C4脳波相関と RHI
の主観的な自覚とに相違が大きい傾向があり，RHI を感じていなくても感じた様に報告し
がちな傾向が示唆された．RHI を主観的に自覚することは，主観的意識が強くかかってい
る可能性があることから，RHI の状態を意識的にイメージして貰うトップダウン的な誘導
を試みたところ，内観報告スコアと脳波の相関値共に上昇する傾向が確認された．この手
法が RHI非自覚者の自覚者への転換に有効である可能性があるが，未だ十分ではなく，さ
らなる条件の検討が必要である． 
 
